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先日訪問先の利用者さん

に、「ヘルパーさんが来る時く

らいしか話をせんから、色々

話し過ぎてしまう…」と笑顔

で言われた。

沢山話をして笑顔になるこ

とは元気の源だ。1 日でも長く

在宅生活が継続できるよう、

ヘルパーが訪問する時にはい

っぱい話をして少しでも笑顔

になって貰いたいと願う。

ヘルパー日記



みんなのアイドル☆託児の子供と (まなご)

各施設の門松に使われるこも作り(まなご)

まなごの利用者さんと一緒に芋ほり(かじかの里)

おやつバイキングでクリスマス会
(とくぢ苑ユニット)

ティッシュケース作り(まなご)

杉玉完成！ (とくぢ苑デイ) しめ縄飾り作り (とくぢ苑デイ)

豪華！寿司バイキング (とくぢ苑デイ)

運動会開催

その後の

お昼ご飯は

ラムネで乾杯！

(かじかの里)

干支の貼り絵 (とくぢ苑デイ)



〈編集後記〉

新年号でありながら、看取りの記事とは…と、怪訝(け

げん)に思われるかも知れませんが時を選ばない事

案です。ご本人の希望、ご家族の思い、そして職員

の対応――。それぞれが悔いの残らない最期であれ

ば何よりです。2月の研修を前に事前に読んだ講師

の著書の紹介とともに記事にさせていただきました。

編集委員

入 江 里 美

小田 重将

加藤 綾

中山 邦恵

東 圭一

平尾 泰文
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(50音順)

現在、新型コロナウイルス感

染予防の為、ボランティアの

皆さまには、ご来苑を自粛い

ただいております。

ご協力ありがとうございます。

「状態の変化」

要介護３以上の方が入所される特別養護老人ホームは『終の棲家』といわれるように人生の最期

を施設で迎えられる方がおられます。とくぢ苑では「看取りケア」に力を入れ、これまでたくさん

のご家族と連携して取り組んで参りました。ケースは毎回異なり、ご家族の葛藤・職員の後悔や最

期まで支援してあげられたという充実感が繰り返されています。そこで、今回は看取り期について

考えてみたいと思います。

日々の状態を観察し医師と連携を取った上で、ご家族に

「看取り」の状態であることをお伝えします。なかなか

受け入れることが難しいご家族もおられます。この時点

でご家族の希望により入院という選択もあります。

家族への説明

『死にゆく人の体と心に起こること、大切な人の死に直面した人の心に

起こること』を理解した上で、誰にも訪れる終末期との向き合い方を考

えてみられてはいかがでしょう。

玉置妙憂(看護師・看護教員・ケアマネージャー・僧侶)著

「死にゆく人の心に寄りそう 医療と宗教の間のケア」光文社新書、2019

ご家族の意向を基に、その人らしい穏やかで自然な最期の迎

え方を実現するために、看護・介護・給食部門等多職種協働

で本人に無用の苦痛や不快、負担をかけないよう状態に合わ

せたケアを実施しています。

苑での「看取りケア」

看取り期になると、目が覚めている時間が短くなる、日中も目を閉じて

いることが多くなる、反応が乏しくなる、食事の摂取量が減ってくる等

の変化(サイン)が見られます。

看取りを考える上での一助となれば

「看取り」とは…

「近い将来、死が避けられないとされた人に対し、身体的苦痛や精神的苦痛を緩和・軽減する

とともに、人生の最期まで尊厳ある生活を支援すること」とされています。
(全国老人福祉施設協議会『看取り介護指針・説明支援ツール』より)


